
叢論
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叢
號 二 第iま 四 十 節
行 腰 回 一・月 二 単 一 十 正 大

蛛
調

…叢

、

最

低

生

活

費

免

税

論

・

・

植
民
政
策
是
非

・

…

小

作
制

と
小
作
法

経

済
道

と
経
済
術

・

海
運
に
於
け
る
競
争

掲

占

.

時

外
爾

我

邦
消
費
税

の
艦

系
を
論
ず

・

説

蒐

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
債
値
照
系

・

蕾

尾
張
藩

に
於
け

る
地
割
制
度

雑

録

.峨
揃
峨
鞭
国
富
統
計
L
を
讃

み
て

・
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注
學
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士
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注

學
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農
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郎
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時

論

我
邦
沿
…費
税
の
膿
累
層
論
す

第
+
四
巻

戸第
二
號

三
六
二
)

=

二

書

.

.

時

訓
言繭

我
邦
滑
費
穐
の
膿
系
を
論
ず

緒

口

神

戸

正

雄

私
は
嚢
き
に
本
邦
税
制
整
理
の
主
要
問
題

ご
し
て
直
接
税
ご
地
方
税
ご
の
組
合

せ
に
閲
す
る
根
本
問
題
を
説

い

た
。
け
れ
こ
も
其
は
固
よ
り
根
本
的
の
事
項
の
み
で
細
目

に
及
ば
な
か
つ
セ
の
.み
な
ら
す
、
特
に
消
費
税
交
通
税

等
に
説
き
到
ら
な
か
っ
た
。
直
接
國
視
及
地
方
税
の
細
目
は
順
次
説
く
こ
ε
、
し
、
交
通
税

の
細
目
も
序
を
邉
ふ

て
逮

ぶ
る
こ
ε
」
し
て
、
葱
じ
は
潤
筆
挽
の
膿
系
を
論
じ
や
う
ε
思
ふ
。
交
通
税

に
つ
い
て
は
格
別
、
騰
系
ε
い

ふ
程
の
も
の
は
な
く
、
問
題
は
む
し
ろ
、
在
来
の
に
基
き
外
国
の
實
例
を
も
参
考
し
て
取
捨
選
澤
を
爲
す

ご
い
ふ

に
在

る
。
相
互
の
聯
絡
に
於
て
よ
り
も
各
箇
の
視
に
於
て
考
慮
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。
然
る
に
消
費
税

に
於
て
は

各
箇
の
税
ざ
し
て
其
力
考
慮
す

べ
き
幾
多
技
術
士
の
問
題
も
あ
る
が
、
其
相

互
の
間
に
於
け
る
關
係
的
重
要
の
如

、何
ε
い
ふ
こ
ε
も
が
問
題
で
あ
り
、
膿

ふ
て
此
間
に
適
當
な
る
禮
系
聖
立

つ
る
こ
ε
が
多
少
困
難
な
れ
こ
も
大
切



9

な
る

}
の
事
業
で
あ
る
。
各
挽
に
つ
い
て
の
改
頁
案
件
は
後
に
譲
り
、
弦

に
各
消
費
挽
を
凡
べ
.て

一
括
し
て
全
局

に
亘
り
た
る
所
の
問
題
を
述

べ
や
う
ε
思
ふ
。

嚢
き
に
税
制
整
理
の
主
要
問
題
を
説

い
た
ε
き
は
軍
に
椀
吸
入
を
減
少
せ
ざ
る
限
り
に
於
け
る
税
制
内
部
の
改

正
こ
い
ふ
こ
ご
の
根
本
精
神
か
ら
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
其
後

に
於
け
る
事
實

の
推
移
は
税
制
整
理
の
結
果
多
少

減
赦
す
る
も
妨
げ
ざ
る
の
事
情
を
贋
ら
し
、
階

ふ
て
此
整
理
事
業
を

恵

容
易
な
ら
し
む
る
こ
蕊

な

つ
尾

即

ち
最
近
に
太
平
洋
會
議
が
あ
.り
其
決
議
の
結
果
ご
し
て
海
軍
の
大
縞
少
を
行
ひ
得
る
こ
ξ

な
り
、
其
飴
裕
を
如

何

に
利
用
す
る
か
ゴ
當
面
の
緊
要
な
る
問
題
ε
な

っ
た
が
、
其

は
固
よ
り
其
海
軍
制
限
事
業
の
趣
旨
よ
り
し
て
も

文
化
及
産
業
獲
達
に
向
く
る
こ
ご
エ
し
て
、
共
は
叉
集
合
的
肚
會
的
に
利
用
す
る
か
、
分
散
的
各
簡
約

に
利
用
す

る
か
の
一
一
の
中
孰
れ
か
を
探

る
の
外
な

い
。
即
ち
前
者
は
租
税
ご
し
て
人
民
よ
り
取
る
も
の
は
、
海
軍
制
限
の
行

は
る
＼
に
も
拘
ら
す
従
前
通
雨
取
る
こ
ε
㌧
し
て
、
生
.じ
た
る
醗
裕
を
国
家
又
公
共
團
農
の
手

に
て
各
種
の
文
化

及
産
業
の
獲
達
を
目
的
`
す
る
事
業
に
向
く
る
の
で
あ
り
、
後
者
は
其
れ
だ
け
多

く
廃
滅
稔
を
行

っ
て
人
民
の
手

に
飴
縦
を
多

く
し
、
彼
等
を
し
て
瞥
業
者
ご
し
て
は
生
産
費
を
少
か
ら
し
め
又
は
事
業
改
頁
の
飴
地
を
人
な
ら
し

め
、
消
費
者

ε
し
て
は
空
活
費
を
豊

か
に
し

一
層
多
く
文
化
生
活
を
機
む
を
得
せ
し
め
や
う
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。

此
二
者
の
中
何
れ
趣
撮
る
か
は
各
人
の
哲
學

に
よ
り
て
も
見
る
所
を
異
に
す

べ
く
、
従
来
経
濟
學
界
に
て
も
孚
ひ

來

つ
π
問
題

で
あ
る
が
、
私
は
此
二
の
何
れ
に
も
相
當
の
長
所

が
あ
り
又
同
時

に
短
所
も
あ
る
か
ら
、
両
者
を
癒

時

論

我
邦
消
費
税
の
饒
系
な
論
ず

第
十
四
巻

〔第
二
號
三
六
三
)

一
一
一二



戸ピ
ド

ドゴ

時

論

我
邦
消
費
穐
の
礁
系
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
二
號

三
六
四
)

　
一
四

嘗

並
用
加
味
す

べ
し
養

す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
私
は
夫
の
繋

の
蔀

壌

減
聾

高

け
、
各
人
の
手
に

て
自
由
産

業
及
文
化
の
難

を
計
ら
し
む
る
の
が
至
當
恵

ふ
。
そ
し
て
其
塵
減
す

べ
き
聾

し
て
は
直
接
税

に
於
て
之
を
邊
む
も
妨
げ
は
な
い
が
、
理
論
上
も
出
家
る
だ
け
は
間
接
税
の
方
に
て
之
を
選
み
だ
く
、
我
邦

の
現

瓶
ε
し
て
も
消
費
税
に
於

て
飴
裕
だ
に
あ
ら
ば
、
磨
減
し
混
き
も
の
》
少
か
ら
ざ
る
に
於
て
、
む
し
ろ
此
方
に
て

老
親

ひ
た
い
・
乃
ち
此
奈

洋
會
議
の
結
果
は
饗

税
の
理
想
的
難

を
轟

化
す
・
の
好
馨

を
與
ふ
・
・

`

・
な

っ
た
。
消
費
税
鵠

系
論

は
最
早
軍

な

る
空
論

で
は
な
一

な

っ
た
。

箏

本
論
を
説
く
に
つ
い
て
は
、
先
づ
我
譜

霧

の
事
情
を
説
き
、
其

よ
り
し
て
此
椀
の
禮
系
を
立
つ
る
に

っ
き
て
重
要
な
る
親
黙
を
選
み
共
を
基
礎
ざ
し
て
本
論
を
進
め
や
う
巴
思

ふ
。

ド
ド

、

第
二
段

本
邦
消
費
税
の
事
情

ラ一
本
邦
湘
費
視
の
量
額
的
観
察

(
鋤
各
消
費
税
相
互
間

の
關
係
的
地
位
-

我
邦
の
固
視
中
、
消
費
磐

稠
し
得

べ
き
も
の
、
種
目
及
其
牧
入
金

く
額
は
左

の
通

り
で
あ

る
(
大
正
九
年

度
分

に
よ

る
)
。

D

酒

造

税

一
五
三
・七
。
㌃

翌

蓑

金

三
・
・
三
四
・

罐
響

購

炉
甥

齪

誰

騨

籍

は
轟

少
な
み
窒

々
等

.
}



■

、

〔晶)

,・・、、・・)(・・、〈・・、、・、,・,,・ ・(・)・ ・)(・ ・…

費 骨 白 石 酒 醤 嬰 賞 遇 織 砂 關
f...1霧

・鰻1。

「 税 視 現 存 脱 税 種 租 税 税

七
二

、
五
三

八

、

四

三
、
O
八

八

、

四

二

、六

一
二
、

九

』

八
四

、
.

七

、九

六
四

、

七

、
入
九

四

、

四

、入
六

七
、

三

、0

山ハ
0
、

八

入
四

、

七

七

二

、

三

二
七

、

'

酒
精
及
酒
精
含
有
飲
料
硯

石

油

消

費

硯

自
家
用
醤
油
粉

骨
.

牌

税

B
漕
費
挽
の
他
挽
に
封
ず
る
關
係
的
地
位
・ー

うい
廣
義

の
消
費
税
「専
費
及
開
枕
を
含
む
)
の
企
租
視
及
直
接
税
(所
得
税
及
牧
盆
挽
)
に
封
ず
る
地
位

(

税

目

'

雌

入

金

額
.

比

奪

　

　

D

消

費

税

四
七

】
、
2

丸
い

;

天

、

五

一
、

町

直

接

税

三
四
q

空

o
・

「
o
O
・

-

X召

全

租

税

九

二
五

、三

四

こ
て

一

一
〇

〇
、

ー

ー
ろ
狭
義
の
消
費
税
(專
萱
及
關
視
を
除
く
)の
全
租
税
及
直
接
税
に
封
ず
る
地
位
ー

-

(
時

論

我
郭
清
蟄
税
の
髄

孫
々
論
ず

第
十
四
巻

(第

二
號

三
六
五
)

一
一
五

、

、

■

r

L
.

. A



時

論

我
邦
消
費
税
の
匿
系

な
論
ず

税

目

牧

人

金

額

り

沿

塑

税

二
七
四

・三
五
七
・

X2

直

接

税

三
四
Q
、九

一
Q
、

X3

全

租

税

九
二
五
、
三
四
三
、

(
.

町

ラニ

本

邦

消

費

税

の

品

質

的

観

察

一

)(

第
†
四
巻

(第

二
號

三
大
六
)

比

率

'

　

　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
タ

八
Q

、

三

〇
、

「
O

O

、

-

-

1
.

】
O
q

一

=

ハ

A
消
費
税
の
物
件
の
種
類
に
依

る
匠
別

(専
費
は
捕
よ
り
し
て
純
牧
人
を
生
せ
ざ
る
現
状
に
顧
み
全
部
奢
侈
品

課
税
ご
見
倣
す
。
關
視
は
複
雑

に
し
て
分
析
し
難
き
を
以
て
全
部
除
外
す
)i

I
。

税

目

胸

蓉

修

税
{離

諮

縮
評

竪

、
}

伊

中

間

税

(総
物

)

㈲

必

要

税
{醗

麟

貯
輪

、
}

計

うB
消
費
・視

の
課
税
方
.法
に
依

る
膚四
則

一

)い
專
費

ε
否

ε

に
よ

る
医

別

(

税

目

り

専

費

X2

普
通
の
消
費
税
〔關
税
葎
含
む
∀

(

計

取

入

金

額

三

三
二

、
一
九
入

、

㎎
H
一
一、⊥ハ
一
二

、

二
三

、六

七

【
、

三

九
入

、四

八

一
、

四 三 一 牧
七 四 二
一 六 四 入
ゐ へ 　

9発 三 金

些 …莫 哩 額

比

率

八
三

、

=
.
、

六

、

一
〇
〇

、

比

率

二
六
、

七
四
、

一詞O
Q

●



、

■

うろ
従
量

ε
從

償
ビ

に
依

る
匠

別
(関

税

ざ
專
費

ピ
を
除

く
)

(

税

目

,
.

攻
.
入

金

額

.

比

率
.

・

功

從

量

醜

く画

聖

重
量

・
あ

{鋸

瀦

顧

用
}

一
二
、九
三
七
、
・

五
、

㈲

多
少
質
茄

撃

・
あ

{
鯉

藷

遡

二
一
。
べ
四
四
、

七
七
、

ω

從

偵

枇
(織
物
畳

馨

'

吾

、五
宝

ハ
・
.

天

・

計

二
七

四

、
三
五

七

、

一
〇
〇

、

圃
嚢

枕
香

…

匠
別
(婁

蔭

く
)
.

、

挽
.

目

攻

入

金

額

.

.

比

率

。り

生

産

税
{鯉

晶

響

瀦

、}

一
七
。
、二
・
八
、

四
九
・

ラ

ロ

2

流

通

税

(

の

引

取

硯

(砂

糖

、
織

物

・
石

油

)

八

六

、
五
八
四

、
.

二
五

、

只b

關

税

(關

税
〉

七

二
、
五

三
八

、

一
.
一
、

く
胸

印

紙

税
(藁

、
聾

{藩

蜘
羅

繍

嫡
}
・
、二
王

、

・
、

4

消

費

税

〔連
行

)

九

、
一
入
四

、

三

、

X5

免

許

税
〔骨
牌
)
(印
紙
税

に
計
算
す
}

1

(

計

三
四

六

、
入
九

五

、

一
〇
Q

、

呈

を
大
摯

・
・
、
我
邦
・
難

に
て
は
書

し
て
蓮

攀

援
・
、
些

税
・
み
雲

壌

時

論

我
郵
裟

税
の
膣
系
な
論
ず

第
+
四
巻

(第
二
號

三
六
七
)

=

七

一.、 一.～「.一..一 一



時

論

我
邦
消
費

税
の
寵
系
な
論
ず

第
十
四
巻

(第
二
號

三
六
入
)

「
一
入

が
挾
義
の
清
費
挽
重

事

關
撃

を
墜

)
の
全
讐

牧
額

の
過
年
を
占
む
る
程
で
あ
る
。
狭
義
の
消
費
聾

す

れ
ば
其
粒
額
は
全
艦
の
相
槍
の
牧
額
の
三
分

一
以
下
に
止
ま
る
が
、
廣
義

の
消
費
誓

い
ふ
こ
ざ
に
な
れ
ば
坐
視

牧
人
の
過
半
に
及

ぶ
。
挾
義

の
消
費
税
の
牧
額
は
直
接
税
の
牧
額
に
及
ば
な
い
が
、
廣
義
消
費
挽
の
牧
額
は
直
接

挽
の
牧
額
を
も
超
過
し
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
我
邦
消
費
税
は
.敷

か
ら

い
へ
ば
必
要
税
も
多

い
が
、
牧
額
か
ら

い
へ

ば
蓉
修
挽
が
殆
ん
ご
全
部
に
近

い
ほ
こ
で
あ
り
、
課
税
方
法

ε
し
て
は
專
責
主
義
よ
り
は
普
通
の
課
税
に
よ
る
の

主
義
を
ε
り
・
、多
少
質
を
加
味
し
た
る
従
量
椀
最
多
一
、
生
産
叉
は
製
造
挽
に
依
る
こ
ご
が
最
多

い
。
滑
擬
挽
牧

額

の
割
合

に
太

い
こ
ご
だ
け
は
理
想
に
遠
か
る
が
、
其
他
は
大
膿
乏
ん
な
に
不
「艮
で
は
な
い
。

、

第
二
段

本
邦
溝
費
税
の
騰
系

'

↓
全
局
よ
り
観
て
、
伽
我
邦
の
消
費
視
の
大
系
を
如
何

に
す

る
か
ε

い
ふ
こ
ε
は
、
課
税
方
法
を
基
礎

こ
し
て
定

くめ
る
こ
ε
を
得
ぬ
。
課
椀
方
法
は
凡

べ
て
昏
挽

に
つ
い
て
批
判
す

べ
く
、
凡

ぺ
て
の
視
に
亘
り
て
原
則
的
に
定
む

る
こ
ε
も
難

い
し
・
之
を
標
準
ε
し
て
鵬
系
を
立

つ
る
こ
ご
も
難

い
。
異
之
、
課
税
物
件
に
關
す
る
も
の
は
各
滑

費
挽
相
募

關
係
に
罵
す

る
・
ε
で
あ
る
か
ら
、
之
に
よ
り
て
騰
系
を
立

つ
る
を
得
る
。
醐
蓋

で
之
に
　

て

清
規

の
繋

を
立
つ
る
暮

れ
ば
、
の
成

る
ぞ

穆

的
饗

を
讒

し
饗

の
必
要
的
嚢

を
増
す

に
階
ひ

く

て
輕
課
し
最
も
其
程
度
の
人
な

る
も

の
は
不
課
税
ξ
す

べ
き
も
の
こ

い
ふ
こ
ε
』
し
て
、
莫
大
方
針
に
て
組
立

っ

冒



べ
き
で
め
る
。
必
要
的
消
費
税
を
減
免
す

べ
き
理
由
は
、
此
が
人
々
の
生
活
費
を
増
加
し
て
、
其
生
活
を
苦
し
め

耐
食
問
題
を
困
難
な
ら
し
め
、
此
生
活
費
の
増
加
が
賃
金
の
騰
貴
生
産
費
の
増
加
ε
な

っ
て
産
業
を
歴
遣
す

る
こ

ξ
、
も
な
る
ご
い
ふ
に
在

る
。
尤
も
租
税
の
政
廣
に
は
若
干
の
苦
情
の
俘

ふ
も
の
で
.
奢
侈
視
だ
か
ら
重
く
し
て

や
ら
う
ε
か
新
に
設
け
や
う
ε
か
い
、へ
ば
當
業
者
は
新
に
螢
業
上
の
煩
累
が
増
す
こ
ご
よ
り
叉
は
軸
嫁
難
の
矯
め

生
す

る
こ
ε
あ
る

べ
き
苦
痛

よ
り
し
て
反
射
し
、
必
要
的
消
費
税
だ
か
ら
塵
減
し
や
う
ε
い
へ
ば
足
れ
亦
た
自
己
.

の
財
産
慣
値
の
減
少

ざ
な
る
ε
か
競
争
者
を
多
く
す

る
ε
か
其
他

の
理
由
よ
り
し
て
當
業
者
が
反
封
ず

る
。
け
れ

こ
も
是
等
は

　
部
の
人
々
の
不
利
困
難
で
め
り
文
典
困
難

の

一
部
は

一
時
過
渡
的
の
苦
情

で
も
あ
る
か
ら
、
全
膿

ラ

上
よ
り
し
て
適
切
な
る
改
革
事
情
を
阻
止
す

る
に
は
足
ら
な
い
。

ろ
借

て
然
ら
ば
此
原
則
を
如
何
に
適
用
す

る
か

(

ラ

ε
い
ふ
こ
蓬
に
な
る
ざ
、
1
第

一
に
其
輕
重
の
度
合
を
定
む
る
こ
ご
が
太

だ
難

い
。
此
は
明
確
に
指
示
す
る
諜
t

は
往
か
な
い
。
多
少
は
外
囲
の
事
例
を
参
」照
…す

る
こ
ε
も
出
來
る
が
、
實
は
多
く
の
國
が
此
見
地
に
於

て
そ
ん
な

に
理
想
的

に
往

っ
て
居
ら
訟
か
ら
此
に
大
し
た
値
も
な

い
。
む
し
ろ
其
國
の
實
際
の
事
情

に
よ
り
て
考

ふ
べ
き
で

め
る
。
帥
ち
奢
侈
的
消
費
税
を
重
く
課
さ
う
ど
思
ふ
て
も
、其
椀
牽
を
引
L⊥
ぐ
る
の
結
果
、其
消
費
を
大
に
減
少
せ

し
め
て
覚
め
に
其
税
牧
額
を
絶
対
的
に
も
減
退
せ
し
め
喝
こ
ε
》
な
り
得
る
。
此
の
如
き
怨
め
る
ε
き
は
已
む
を

得
す
之
に
往
く
こ
ε
を
止
め
て
、
む
し
ろ
必
要
的
消
費
に
就
き
武
相
當
軽

い
税
を
課
し
て
缺
陥
を
充
だ
す

の
外
な

い
。
そ
し
て
文
典
奢
侈
税
の
増
傘
を
差
控

ふ
る
の
黙
ざ
し
て
は
、
あ
ま
り
夫
の
限
界

に
近

い
所
で
な
く
、
多
少
の

時

論

我
郭
清
凝
視
の
隈
系
な
論
ず

第
+
四
巻

(第
二
號

三
六
九
)

=

九

㌔

■



.

時

論

我
邦
消
費
税
の
膿
系
な
論
ず

第
十
四
巻

〔第
二
號

三
七
〇
)

一
二
〇

除
裕
を
蝿
す
程
度

の
所

に
定
め
る
の
が
望
ま
し
い
。
何
ぜ
ご
な
れ
ば
半
生
は
兎
に
角
、
何
時
非
常
の
必
要
の
生
す

る
こ
蓬
が
な

い
己
も
い
へ
煎
の
に
、
季
生
あ
ま
り
に
極
熱
近
く
ま
で
も
取

っ
て
椴
く
ε
、
此
非
常
時
に
必
要
な
牧

ラ

入
を
塁
ぐ
る
こ
ご
が
出
張
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
2
第
二
に
は
裸
視
物
件
ざ
し
て
或
消
費
又
は
消
費
物
が
奢
侈

的
か
否
か
の
厩
別

に
つ
い
て
ぼ
、
此
は
絶
野

に
い
ふ
こ
ざ
を
得

識
。
大
膿
普
通
人
の
生
活
に
於
て
随
ふ
て
貧
乏
人

即
ち
給
付
能
力
乏

し
き
も
の
に
て
合
理
的
生
活
ξ
し
て
は
清
費
せ
季
し
て
濟

み
得
る
や
否
や
に
依
る
べ
き
で
あ
る
。

奢
侈
的
消
費
視
ε
い
ふ
て
も
或
見
地

に
於
で
多
少
必
要
的
分
子

の
存
す
る
も
の
で
あ
り
叉
貧
者
も
の
質
権
ε
な
る

も
の
に
課
す
る
を
免
れ
な
い
。
給
付
能
力
の
大
な
人
の
外
に
は
殆
ん
ご
全
く
清
費
さ
れ
ざ
る
が
如
き
も
の
は
消
費

税
ξ
し
て
財
政
故
人
上
の
値
が
乏
し
い
か
ら
、
實
際
普
通
に
消
費
税
ε
し
て
選
ま
る
、
も
の
は
所
詮

↓
般
需
要
品

で
あ
っ
て
可
な
り
給
付
能
力
小
な
る
下
雇
員
の
消
費
ε
も
な
り
得

る
も
の
》
外
な

い
。
唯
だ
其
が
合
理
的
の
生
活

を
爲
す
な
ら
ば
消
費
せ
す
ε
も
済
み
得
る
も
の
ε
い
、ふ
だ
け
に
於
て
課
税
が
許
さ
れ
得

る
の
で
あ
る
。
此
見
地

か

ら
し
て
我
邦
の
消
費
撹
を
分
析
し
た
結
果
は
前
段
に
述

べ
た
如
く
で
、
酒
類
の
三
税
ご
、
煙
草
専
費
(及
債
脳
)
、
砂

糖
骨
牌
税
ご
が
奢
侈
的
消
費
税
で
あ
か
、
通
行
税
、
費
藥
印
紙
視
、
石
油
税
、
及
醤
油
の
二
視
が
必
要
的
消
費
税
で

あ
る
。
楠
専
萱
に
重
て
は
今
日
で
は
租
税
の
攣
鵬
で
は
な
く
て
、
公
益
濁
占

ε
な

っ
て
居
る
か
ら
之
よ
り
除
外
す

る
を
得
る
。
そ
し
て
此
中
開

に
於
て
織
物
挽
が
両
方
に
跨
が
る
。
中
に
就
き
木
綿
織
物
税
が
大
騰
後
者
に
属

し
、

其
他
の
織
物
税
が
大
膿
に
於
て
前
者
ご
類
を
同
う
す
る
n
即
ち
消
費
税
の
膿
系
こ
し
て
は
出
来
る
な
ら
ば
第

一
種



を
多
少
電
課

し

て
、
第

二
種
を
輕
課

し

て
残
す

か
叉

は
全
く
塵
止
す

る

の
を
適

當

ε
偶
す

こ
ξ

エ
な

る
。

ラニ
各
部
よ
り
一観
て
一

(

ラ

ラ

A
碧
修
的
消
費
税
1

い
の
中
に
つ
い
て
は
樟
膿
は
普
通
人
の
生
活
に
は
殆
ん
ざ
使
は
れ
す
、
生
活
用
品
ε
し

く

く

て
は
、
む
し
ろ
奢
侈

的

の
も

の
ご
認

め
ら

る
N
け
れ

ざ
も
、

工
藝

上

の
原
料

ご
し
て
用

ゐ
ら

る
玉
こ
芭
も
多

く
、

比
熱

に
於

て
特
別

の
考
慮

を
要
す

る

の
み
な
ら
ず
、

我
邦

の
世

界
的
産

物

ε
し
て
貿
易
上
特
別

の
考
慮

を
も
要
す

る
所

で
あ

り
、
益
金

も
極
輕
少

な
も

の
で
あ
る

か
ら

此

は
特

別

ε
し
、
其
他

に
て
は

ろ
何

こ

い
ふ
て
も
酒
.
煙

草

(

砂

糖
税

が
三
大
奢
侈

的
浦
費

税
で
其

は
多

く
の
國

の
實
例
も
黙
り

で
あ

る
。
骨

牌
税

は
牧
額

か
ら

見

れ
ば
償
億

は

少

い
け

れ
こ
も
性
質

か
ら

い

へ
ば

十
分
前
者

に
伍
す

る
に
足

る
。

そ
し

て
此
四

の
中

で
は
酒

が
最
重

く
課

せ
ら

る

べ
く
、
砂
糖

が
景
趣
課

せ
ら

る
、べ
き
で
あ

る
。煙

草

ε
骨
牌

ε
が
其
中
間

の
重

さ
で
至
當

`
考

へ
ら

る
る
。
其

は
酒

に
は
大
鑑
奢
侈

的
消
養

品
で

あ
る

ε
い
ふ
こ
ご
の
外

、衛

生
上
有
害
な

る
も

の
ε

い
ふ
こ
ご
ご
、
風

教
及
砒
會

上
望

ま
し

か
ら
ざ

る
も

の
こ

い
ふ
こ
ε
,し
が
あ

b
、
骨

牌

に
は
碧
修
的
消
費
品

ε
.い
ふ
こ
ε
の
外

、
風

激
上
の
弊
害
が

考

慮
せ
ら
れ

内
煙
草

に
は
奢
侈

的

`
い
ふ

こ
ε
の
上

に
衛

生
上

の
弊
害

が
考
慮

せ
ら

れ
、

そ
し
て
砂
糖

に
至

て
は

多
少
碧
修
的

こ

い
ふ
ご
ε
は
あ
る
け
れ
こ
も
、
見
様

に
よ
り
て
は
、
必
要
品
也

ε
も

い
ひ
得

る
か
ら

で
あ

る
。
實

に
糖
分

は
人
生

に
は
必
要
な
も

の
で
あ

る
が
、
必
ず

し
も
砂
糖

に
依
ら
す

ε
も
種

々
の
食

料
品

の
中

か
ら

し
て
も

敗

り
得

る

の
で
あ

る
か
ら

、
砂
糖

を
全
く
不
必
要
な

も

の
ξ
は

い
ひ
得

な

い
に
し
て
も
、
併

し
又

之
を
必

要
的

の

ズ

ト

時

論

我
邦
裟

税
の
繋

熱

す

第
+
四
巻

(第
一蓼

=
七
こ

】.三
-

」

9



「
.

時

論
.

我
邦
消
費
税

の
磯
系
な
論
ず

第
十
四
巻

(第

二
號

三
七
二
∀

=

一
二

■
も
の
こ
し
で
無
撃

爲
す

に
は
及
ば
ざ
る
所
で
あ
る
。
.
省
ほ
此
等

の
も
の
魅

要
的
か
奢
侈
的
か
を
絶
勤

に
定

め

る
こ
ε
の
難
い
ご
い
ふ
こ
ε
は
、
酒
の
例
を
探
れ
ば
最

明
か
で
あ
る
。
精
密

に
い

へ
ば
酒
も
人
に
よ
り
場
合
に
よ

り
叉
地
方
に
よ
り
て
は
必
要
品
ε
い
ふ
を
得
る
。
例
之
、
多
年
飲
酒
に
慣

れ
生
理
上
酒
を
屡
す
能
は
ざ
る
人
に
ご

り
て
は
酒
は
必
要
品
で
あ
る
。
普
通
人
に
ご
り
て
も
結
婚
其
他
の
儀
式
の
際

に
は
矢
張
り
必
要
品
こ
な
る
。
北
方

の
寒
き
地
方
に
て
は
或
度
ま
で
は
防
寒
上
、の
必
要
品
か
も
知
れ
な
い
。
今

一
歩
進

ん
で
蕩
ふ
れ
ば
筋
肉
勢
働
者
ε

い
ふ
が
如
き
職
業
者
に
ご
り
て
は
或
度
ま
で
は
其
疲
勢
を
醤
す
る
日取
良
剤

か
も
知

れ
な

い
。
け
れ
ざ
も
租
税
問
題

に
て
は
此
の
如
く

一
々
の
場
合
に
つ
き
て
精
密
に
課
否
を
決
す
る
こ
ε
は
出
家
な
い
。
大
盤

か
ら
見
て
此
が
な
く

て
も
済
み
得

る
か
否
か
を
決
す
れ
ば
足

る
の
で
あ
る
。
特
に
酒
に
は
衛
生
風
漱
上
等
の
考
慮
も
が
加
は

つ
て
之
に

重
く
課
税
す
る
を
選
む

べ
し
ご
い
ふ
こ
ξ
に
な
る
。
そ
し
て
煙
草
に

つ
い
て
も
類
似
の
こ
ε
が
い
ひ
得
る
。
ほ
以
(

上
現
存
奢
侈
的
消
費
税
の
外
、
其
補
完

ご
し
て
並
に
必
要
的
消
費
税
を
屡
減
す
る
財
源
補
足

ε
し
て
は
、
現
存
視

の
姉
妹
視
た
る
べ
き
清
涼
飲
料
視
(
酒
税
の
傍

に
)
、
飴
挽
(砂
糖
挽
に
附
随
し
て
)
ざ
る
化
粧
品
税
ご
が
問
題
ε
な

る
が
、
此
が
可
否
に
つ
い
て
は
後
日
に
譲

る
こ
ビ
」
し
ゃ
う
。

B
必
要
的
消
費
税

一

の
中
先
づ
、

(

一い
通
行
税
1

は
通
行
ε
い
ふ
文
化
及
産
業
上
の
意
義
あ
る
人
の
行
動
を
厘
迫
す

る
の
み
な
ら
す
、
日
常

の

最
低
度
の
生
活

の
負
撚

ε
も
な
る
の
故
に
排
斥
す

べ
き
で
あ
る
。
勿
論
此
が
軍
純
な
る
娯
樂

に
用
ゐ
ら
る
》
こ
ε

'
「

0



」.

も
あ
る
が
、
其
娯
樂

ざ
て
或
・度
ま
で
は
特
に
通
行
に
よ
り
行
は
る

、
だ
け
に
て
.は
〔酒
や
骨
牌

に
及
ぱ
す
し
て
)、

其
位
の
こ
ε
は
人
の
生
活
上
に
は
認
容
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
る
。
其
が
其
人
の
精
神
及
肉
艦

に
不
良
の

影
響
を
生
す

る
こ
ε
も
あ
る
が
、
之
に
よ
り
て
元
氣
を
恢
復

し
て
文
化
及
産
業
上

に
貢
献
す
る
ご
ざ
も
あ
り
、
當

初
娯
.樂
の
矯
め
ご
思

っ
た
通
行
.に
よ
b
て
偶
々
知
見
を
振
げ
、
更
ら

に
産
業
上
の
改
頁
の
刺
戟
を
得
る
こ
`
も
あ

る
。
呪
や
初
ψ
よ
り
文
化
及
産
業
上
の
日
的

に
て
行

は
る
Σ
ご
ε
は
太

だ
多

い
。
文
人
の
生
活
上
止
む
を
得
す
利

用
す

る
こ
ご
も
あ
り
得

る
。
故
に
此
は
大
盟

に
於
て
必
要
且

っ
有
益
な
も
の
ご
い
ふ

べ
.き
で
あ
る
。,、精
密
に
い
へ

ば
有
害
な
る
娯
樂
用

ご
な

る
こ
ξ
も
あ
る
が
、
然
b
ε
て
此
の
如
き
も
の
ε
然
ら
ざ
る
も
の
ε
を
匠
別
し
、
或
は

厳
く
娯
樂
用
ξ
然
ら
ざ
る
も
の
`
を
匠
別
し
て
課
否
を
決
す
る
こ
ε
は
技
術
士
困
難
で
あ
る
か
ら
し
て
、
む
し
ろ

全
盤
上
通
行
を
有
益
必
要
な
も

の
こ
見

て
不
裸
視
ε
す

べ
き
で
あ
る
。
特

に
同
じ
く
通
行
に
て
も
通
行
税
の
課
せ

ら
る
Σ
汽
車
汽
船
特

に
電
車
な
ご
よ
b
も

　
層
給
付
能
力
人
な
る
人
の
使
用

に
騙
す
る
自
動
車
、
馬
車
.、
人
力
車

な
ご
に
不
課
税
(地
方
税
は
暫
ら
く
別

ε
す
)
で
あ
る
こ
ε
、
そ
し
て
少
く
ε
も
國
視
ε
し
て
は
此
等

の
も
の
工
視

を
探

る
こ
ご
を
得
策
ε
し
な

い
こ
ご

(
尤
も
之
を
地
方
税

ご
す

る
ε
し
て
も
其
課
税
方
法
に
っ
き
て
は
國
寇
す
る
.

こ
ご
が
適
當
で
あ
ら
う
)
を
考
ふ
る
芭
、
其
釣
合
か
ら
見
て
も
通
行
税
を
止

め
た
方
が
良

い
。
或
は
別
の
見
地
か

ら

い
へ
ば
通
行
が
寅
化
及
産
業
上
に
有
益
で
あ
る
ご
は
い
へ
、

一
二
等
の
通
行
を
爲
す
程

の
も
の
は
給
付
能
力
も

太

い
か
ら
、
そ
し
て
其
は
唐
修
的
消
費
ε
も
い
ひ
得

る
か
ら
此
丈
け
を
課
税
し
て
三
等
通
行
を
免
税

ご
し
ゃ
う
か
.

時

論

我
邦
襲

税
の
禮
系
な
騙
す

第
+
四
巻

(第
二
號

三
七
三
)

】
二
三

㌧

'

ビ

一一一
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時

論

我
邦
消
費
税
の
薩
系
な
論
ず

第
+
四
巻

(第
二
號

三
七
四
)

=
西

ざ
の
考
も
あ

る
。併
し
さ
う
な
る
ご
實
際
此
税
の
牧
人
の
九
割
を
失
ふ
こ
ご
、
も
寡
っ
て
、其
位
な
ら
ば
む
し
ろ
杢

塵

し
た
方
が
ま
し
だ
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
或
は
叉
通
行
が
或
化
及
産
業
上
有
益

こ
か
最
低
生
活

の
上
に
も
必
要

ξ
か
い
ふ
て
も
、
其
は
市
内
又
は
準
市
内

ε
か
十
哩
以
内
の
短
距
離
ε
か
の
場
合
に
は
日
常

の
生
活
に
關
し
給
付

能
力
乏
し
き
も
の
に
も
關
す
る
か
ら
當
る
け
れ
こ
も
、
市
外
叉
は
遠
距
離
の
場
合
に
は
貧
乏
人
が
之
を
利
肘
し
て

も
兎
も
角
其
旅
行
を
熾
す

だ
け
可
な
り
大
な
給
付
能
力
の
出
来
た
特
別
事
情
あ
る
場
合
で
あ
る
か
ら
負
据
の
堪

へ

難

い
こ
ご
も
な
い
、
其
故
に
此
質
権
…し
易
き
特
殊

の
場
合
だ
け
に
課
す
る
こ
ざ

、
し
て
は
如
何
ε
の
考
も
あ
る
。

け
れ
こ
も
此
は
此
市
内

こ
か
十
哩

ざ
か
で
塵
刑
す

る
こ
ご
に
件

ふ
技
術
上
の
困
難
を
別
こ
し
て
も
、
其
塒
別
の
給

付
能
力
が
あ
る
場
合
こ
い
ふ
て
も
貧
乏
人
の
已
む
を
得
ざ
る
用
事
の
爲
め
遠
き
旅
行
を
爲
す

ε
き
の
如
き
實
際
矢

張
q
堪

へ
難
き
も
の
ε
い
は
な
く
で
は
な
ら
す
最
低

の
生
活
に
劃
す
る
負
捲
こ

い
ふ

べ
き
で
あ
り
、
加
之
、
文
化

及
産
業
の
墜
迫
ε
い
ふ
非
難
は
此

に
て
も
発
る
N
を
得
漁
。
吸
入
上
か
ら
、い
ふ
て
も
ト
哩
以
内
を
冠
す
る
こ
な

れ

ば
七
割
を
失
ひ
、
市
内
及
準
市
内
を
免
ず
る
ξ
な
れ
ば
五
割
を
失
は
な
く
て
は
な
ら

漁
こ
ε
玉
な
る
。
随

ふ
て
此

見
地
か
ら

い
ふ
て
も
其
位
な
ら
ば
止

め
や
う
か
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
り
帥
も
存
立
の
債
値
小
ビ
な
ち
ざ
る
を
得
諏
。

うろ
責

藥
印
紙
税
一

費
藥
が
必
要
的
消
費
品
か
否
か
ε
い
ふ
こ
ε
は
其
効
能
を
認
む
る
か
否
か
に
係

る
。
此

(

が
無
害
無
益
の
も
の
な
ら
ば
消
費
者
が
何
ε
考

へ
や
う
ご
各
槻
的
に
は
必
要
品
に
非
す

ε
見

て
課
税
し
て
差
支
な

し
円
い
ふ
こ
ε
に
な
る
が
、
此
が
病
を
書
す
る
に
何
程
か
の
効
能
あ
る
も
の
ε
す
れ
ば
、
生
存
上
必
要
な
る
も

の



～

課
税
ε
し
て
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
陥
。
・然
る
に
此
費
藥
は
本
税
創
定
當
時
に
在
り
て
は
政
府
は
保
健
行
政
上

無
害
無
能
蓬
認
め
、
成
る

べ
く
之
を
止
め
て

讐
藥
に
依
ら
し
む
る
こ

ざ
を
勧
む
る
の
方
針
を
探

っ
て
居
た
。

然

る
に
今
日
は
貰
藥
を
以
て
讐
藥
の
補
助
品
ε
認

め
、
之
を
監
督
し
及
政
善
せ
し
む
る
方
針
で
あ
る
こ
の
こ
ご
で
あ

る
。
即
ち
公
こ
し
て
は
之
を
有
効
な
も
の
`
認
め
て
居

る
し
、
實
際

に
も
或
度
の
効
能
は
あ
っ
て
、
貧
乏
人
は
勿

論
、

一
般
人
も
が
醤
藥
の
代
り
に
之
を
用
み
て
居

る
。

一
々
の
責
藥
に
無
能
の
も
の
が
あ

っ
て
も
大
膿

こ
し
て
は

或
度
の
有
効
の
も
の
で
あ
り
ε
す
れ
ば
、
病
氣
を
治
す
る
藥
に
課
税
す
る
こ
ε
は
む
し
ろ
不
當
こ
い
ふ
こ
ε
に
な

る
。
特

に
此
が
大
膿

に
於
て
轡
師

に
就
く
こ
ε
能
は
ざ
る
山
間
僻
地
の
音
叉
は
下
層
貧
茂
の
浴
費

に
係

る
に
於
て

街
更
ら
不
當
ε
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
海
。
署
師
の
威
方
し
た
藥

に
課
税
す
る
な
ら
ば
ま
だ
し
も
で
あ
る
が
、
之
に

課
税
す
る
こ
ピ
は
保
健
上
許
す

べ
か
ら
す

ε
し
て
亀
然

る
以
上
は
讐
師
に
就
く
能
は
ざ
る
者
即
ち
大
膿

一
層
給
付

能
力
の
乏
し
き
者
を
課
税
す
る
こ
ご
は
止
め
る
の
が
至
當
ε
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
海
。
特
に
今

一
つ
不
都
合
な
る

こ
ε
は
費
藥
よ
り
も

一
層
給
付
能
力
人
な
る
人
に
よ
り
て
清
費
せ
ら
る
玉
新
製
剤
及
薬
局
方
に
入
れ
る
費
藥
類
似

品
の
課
税
技
術
上
課
税
困
難
ざ
い
ふ
事
情
あ
る
に
於
て
、
賢
藥
に
課
税
す
る
を
不
當
ε
い
ふ
ご
ξ
も
が
め
る
。
倦

て
之
を
摩
す
る
こ
ε
に
な
れ
ば
藥

の
償
は
恐
ら
く
大
鑑
下
る
で
あ
ら
う
ぜ
思
ふ
。
其
は
税
金

の
額
以
上
に
も
下
り

得

る
し
叉
斯
く
下
げ
な
く
て
は
な
ら
阻
害
で
あ
る
。
何
せ
か
ε
い

へ
ば
此
が
印
紙
視
で
あ
る
か
ら
、
営
業
者
は
租

挽
を
前
納
す
る
こ
ご
に
な
り
、
費
慣
の
中
に
は
印
紙
代
の
艸
に
其
利
子
を
も
見
込
ん
で
居

つ
π
の
が
塵
視

に
よ
り

●
時

論

我
邦
消
費
税
の
濃
系
を
論
ず
.

第
†
四
巻

〔第
二
號
三
七
五
)

一
二
五

■



＼

.

・時

訥

我
邦
溝
型
税
の
離
系
ん
論
ず
.

第
+
四
巻

(第
二
號

三
七
六
)

一
二
六

不
要

に
な
る

か
ら
で
あ

る
。
尤

も
其

れ
だ
け
藥

償
が
平
等

に
安

く
は
な
ら

漁
で
あ
ら

う
。

む

し
ろ
塵

税
の
結

果

ε

し
て
定

償
を

要
せ
ぬ

こ
ざ

N
な

る
か
ら

、
競
争

多

き
地
方

特
に
都
倉
な

ご
で
は
従
来

の
慣

か
ら

印
紙
代

の
元
利
を

引

い
た
も
の

よ
り
も
省

一
層
安

く

し
、
反
響

に
競

争

少
き
僻
遠

の
地

に
て
は
却

っ
て
多
少
高

く
す

る
か
も
知

れ
な

い
。
併

し
兎
も
角
、
全
膿

上

に
は
安
く

な

る
。
庭

で

常
業
老
中

に
は
此
磨

税

に

つ
き
既
納

の
印
紙
代

に

つ
き
杞
憂

を

い
だ
く
も

の
も
あ
ら

う
が
、
其

は
政
府

よ
り
代
償

の
途

が
あ

る
か
ら

一6

配

に
及
ば

ぬ
。

叉
之
が
覚

め
市
債

に
攣

動
を
摩
す

こ

亡
を
嫌

ふ
も

あ
ら

う

が
、
其

は

一
時

潰

滅

の
時
代

の

こ
ε
で
あ

る
か
ら
辛
棒
す

る
外

な

か
ら
う
。
或

は
叉

従
来
印
紙
視

の
あ

っ
だ
爲

め
に
政
府

の
讃
明
の

あ

る
も

の
ε
し
て
費
藥

に
信
用

の
あ

っ
た
の
が
、
塵
視

の
結

果

ε
し
て
此
謹
明
を
失

ふ
こ
ご

、
な
る

の
が
困

ま
る

ご
い
ふ
説
も
あ

る
が
、
税

ε
讃
明

ご
は
別
物

で
あ

る
。
監
督

ε
も
別

で
あ

る
。
費
藥

に
監
督

を
要

し
、
叉
謹

明
を
希

望
す

る
な
ら

ば
、
其
暮

は
視

な
き
ご
き

に
も
行

ひ
得

る
し
、

又
視

な

き
場
合

に
も
相

當

の
監

督

は
行

は
な
く

て
な

ら
ず

、
其
監
督

の
存

在

は
臆

が
て
希

望
す

る
所

の
讃

明

ε
い

ふ
こ
ご

に
も
な

る
。
此

を
以
て

印
紙
税
存
続

の
根
櫨

ε
す

る
に
は
.あ
ま

り
薄
陽

で
あ

る
。

うは
醤
油
税
-

醤
油
が
生
活
必
要
品
か
否
か
は

一
の
問
題
で
あ
る
。
厳
格
に
い
へ
ば
此
は
必
要
品
で
は
な
い
。

(

櫨

さ

へ
あ
れ
ば
味

は

つ
く
。
麹

だ
け
は
必

要
で
あ

る

が
、
醤
油

は
贅
澤

で
あ

る
ε

も
い

へ
る
。
併

し
日
本

の
慣

習

・

上
で
は

↓
般

に
そ
し
て
貧

民
も

が
醤

油

を
使

ふ
こ
ε

じ
な

っ
て
居

る
か
ら
、
我

国
の
慣

習
上

の
必
要
品

ε
い
ひ
得

る
。

恰
渇
米
が
日
本
人

の
食
料

ご
し
て
も

つ
地

位

ε
似

て
居

る
。
米
も

必
ず
.し
も
之

な
く

`
も
済

む
。
養

、
黍

、



r

粟

、
芋
、
等

に

よ
り

て
も
代
ば
ら

れ
得

る

ε
も

い

へ
る
が
茜
併
し
今
日
.の
日
本

の
普

通

の
生
活

で
は
貧

民
に
あ
り

て
も
米
を
主
食
料

、＼」
し

て
居

る
か
ら
、
ま

つ
之
を
必

要
品

に
敷

へ
な

い
鐸

に
往

か
な

い
。
特

に
醤

油

に
課

税
す

る

以
上
は
之

ε
対
等
な

る
味

噌

に
も
課
税

し
な

く
て
は
な

ら

瀕
が
、
此

方
に
は
技
術
上
困
難

が
あ

る
。
撚
り

ε
す

れ

ば
醤
油

の
課

挽
も
止

め
た
が
良

い
ご
も

い

へ
る
。唯

だ
醤

油
視
は
從
來

よ
り
永
(
存

立

し
て
慣

れ
た
税

で
あ
り

、
而
.

か
も
輕

い
税

で
め

る
か
ら
彊

み
て
止

め
る
に
も

及
ば
す

ε
も

い
ひ

得

る
し
、
此

蓬
同
時

に
恰
も
然

る
が
故

に
敗
額

も
少

い
か
ら
財

政
牧

人
上
張

み
て
存
締

せ
し
む

る
ほ
こ

の
埴

も
な

く
、
根
本

に
遡

っ
て
む
し

ろ
必
要
品
視

で
あ

る

こ
ε
を
考

へ
て
止

め
や

う
か
ε

い
ふ
こ
`

に
も
な

る
。
尤

も
醤
油

造

石
税
を
屡
止
す

る
以
上
は
、

之
ε
姉

妹
關
係

に
あ

る
自
家
用

讐
湘
視
を
止

め
な

く
て
は
な
ら

澱
。

が
之
を
止

め
る
結
果

嬉
し

て
は

農
民

は
相
傘

み
て
自

作

の
互

変
等

を
以

て
飴
裾
.の
勢
力
に

て
生
産

を
振
張
す

る
こ

`
に
な

る
の
で
、
営

業
者

は
新

な

る
競
争
を
受

く
る

こ
ご

玉

な

っ
て

一
不
利

`
な

る
の
み
な
ら
す

、
過
渡

の
時
代

に
は
商
品

の
憤
値

の
下
落
す

る
こ
ε
に
よ
り
て
も
不
利
を
蒙

る
の
で
反
封
ず

る
で
あ
ら
う

が
、
塗
膜

か
ら

い

へ
ば

其
れ

だ
け
都
會

人
民

の
負
捲
を
輕

く
す

る
の
み
な

ら
す

、
特

に
農
艮

の
負
擢

を
輕
く

し
且

つ
農
村

の
鯨
れ

る
材
料

ε
勢
力

ご
を

↓
層

有
効
に
利
用
す

る
こ

ε
Σ
な

る
か
ら

、

一

部

営
業
者

の
不
利
は
犠
牲

ご
す

る
の
外

な

い
で

あ
ら

う
。

催
石
油
税
r

石
涌
視
は
燈
火
こ
い
ふ
産
業
上
に
も
文
化
上
に
も

雇

生
活
上
に
も
必
要
な

る
物
に
課
祝
す

る
か
ら
當
を
蛋

・
勿
論
此
が
娯
樂
其
他
不
良
な
る
目
的

に
も
使
は
重

け
れ
こ
も
、
技
術
上
其
を
庭
別
し
て
課
税

.

時

論

我
邦
消
費
税
の
艦
系
秘
論
す

第

†
四
巻

(第
二
號

三
七
七
)

「
二
七



.
時

論

我
邦
消
費
税
の
膿
系
た
論
ず

第
十
四
巻

(第
二
號

三
七
八
)

一
二
八

す

る
諜

に
・も
往

か
漁
か
ら

、
む

し
ろ
大
禮
必
要

品
挽

ε
し

て
止

め
に
し
た
が
良

い
。
特

に
此

は
其
代
用
品
た

る
竜

燈
、
.琵

斯
が
石
油
よ
b
も

一
層

給
付
能

力
あ

る
人

々

に
よ
り
て
消
費

せ
ら
れ
、
而
も
此
等

に
裸

視
す

る
こ
ご
が
技

術
上
困
難

な
b

ご
す

る
ご
、

一・層

給
付

能
力
乏

し
き

人

の
消
費
す

る
石
油
は
此

`
の
釣
合

の
上
か
ら
し
て
も
無
税

ご
す

る
を
至

當
ご

い
ふ

こ
ε
に
な
る
。

尤
も
此
視
は

極

め
て
軽

い
か
ら
假
令

必
要

品
税
で
め

つ
て

も
負
撚

の
出
張

粗
こ

い
ふ
ほ
こ

で
な

く
、
随

ふ
て
強

み
て
止

め
る
に
及
ば

源
ε
も

い
へ
る
が
、
併

し
恰
も
然

る
が
故

に
牧
頼

め
ま

り
小

で
・
・財
政

牧
入
上

よ
り
強

み
て
存

続

せ
し
め
を

い
ふ
必
要
も

な
一
、
び
し

ろ
根
本

に
戻

っ
て
必

要
。羅

無

用

ε

い
ふ
こ
ε
に
蹄

着

せ

し
め
る
。

q
中
間
税

亡
し
て
の
織
物
視
一

に
は
木
綿
織
物
の
如
き
大
禮
必
要
品
に
課
す
る
も
の
ε
、
絹
物
の
如
く
大
鵬

く
奢
侈
品
に
課
す

る
も
の
ε
、
其
他
の
も

の
、
如
く
中
間
物

に
課
す

る
も
の
ざ
が
あ
る
。
全
膿

ε
し
て
は
矢
張
り
中

間
視
ξ
見
て
良

い
。
之
に

つ
い
て
は
必
要
品
に
臆
す

る
木
綿
織
物
だ
け
を
無
税
ε
し
て
他
を
残
す
ε
い
ふ
こ
ε
に

す

る
か
、
技
術
上
は
面
倒

で
あ
る
が
、
二
十
番
手
以
下
の
太
糸

に
よ
る
無
地

の
木
綿
織
物
だ
け
免
税
し
て
他
を
残

す

こ
ご
、
す

る
か
ゴ
必
要
品
裸
視
を
避
く
る
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
第
二
法
を
ご
る
の
至
當
な
る
こ
ε
は
木

綿
に
て
も
細
糸
の
縞
其
他

の
加
工
度
の
高
き
も
の
は
必
ず

し
も
最
低
度
の
生
活
必
要
こ
い
へ
な

い
ε
い
ふ
に
在
る

尤
も
現
在
の
織
物
税
は
表
聖

徒
償

一
響

な

っ
て
居
て
も
、
實
際

に
は
=
西

分
位

に
し
か
當
ら
す
堕

て
木
綿

〆

.

織
物
に
て
も
負
櫓

し
難
し
ε
い
ふ
程

の
も
の
で
な
(
、
又
凡

べ
て
從
償
視
で
あ
る
か
ら
、
絹
物
蓬
か
木
綿
物
ご
か

.



い
ふ
こ
`
も
自

ら
其

が
償

に
現

は
る
＼
だ
け
で
は
課

枕
上
考
慮

さ

れ
て
居

る
し
、
同

じ
く
絹

`

い
ふ
て
も

銘
仙

の

如

き
下
等
品

ば
自
ら
、
同

じ
一
木
綿

物

ご

い
ふ
て
も

久
留
米

ご
か
二
子

ε
か

い
ふ
如

き
上
等
品

よ
b
も

低
く
裸
視

さ
る

＼
二
ご

Σ
な

っ
て
,
自

動
的

に
奢

侈
品
必
要

品

の
差
等
課

挽
が
行

は

れ
て
居

る

ご
も

い

へ
る
か
ら

、
從

來

の

儘

ご
す

る
〃
が
良

い
ざ
も

い
ひ
得

る
。

荷

ほ
織

物
挽

に
附
帯

し
て
は
、

メ
リ

ヤ
ス
、

フ

ェ
ル
ト
挽

が
補
完
税

`
し

て
問
題

ε
な

る
け

肌
こ
も

、
此

等

に
關

す

る
議
論

ば
後

に
ゆ
つ
る
。

結

論

以
上
要
之
。
我
邦
消
費
税
の
禮
系
ば
大
磯

そ
ん
な
に
不
良
で
な

い
が
、
之
を

一
層
合
理
的

に
立
て
直
さ
う
ご
思

へ
ば
必
要
的
浦
畳
枕
を
廃
減
し
て
、
其
映
陥
を
直
接
醗
交
通
税
に
て
措
は
し
む
る
を
得
れ
ば
其
で
も
良
し
、
其
が

出
來
離
し
ε
な
れ
ば
其
れ
だ
け
奢
侈
的
消
費
挽
の
増
牽
ε
補
完
的
奢
侈
挽
の
新
設
ざ
に
よ
り
て
之
を
充
た
す

べ
き

で
あ
る
。尤
も
奢
侈
的
消
費
税
の
増
峯
に
つ
い
て
は
課
税
の
限
界
に
近
づ
く
程
に
な
ら
隙
や
う

の
注
意
を
要
す
る
。

備
又
庇
塵
減
税
#
に
新
叉
は
増
税
に
は
営
業
者
の
苦
情
あ

る
を
免
れ
ね
が
、
此
を

一
々
取
上
げ
て
居
て
は
租

斑
改

革
は
未
来
永
劫
出
京
な
い
。
塗
磯
上
有
利
ε
思

へ
ば

「
部
の
反
封
に
遇

ふ
て
も
断
行
す

る
だ
け
の
勇
魚
が
な
く
て

は
此
婁

は
行
は
れ
.澱
。
穿

て
政
治
家
の
勇
魚
も
パ
用
で
あ
る
が
、
輿
論
も
之
を
援
助
す
る
だ
け
の
理
解
が
な

く

て

は

な

ら

漁
。

時

論

我
郵
消
壷
税

の
㎜胆
系
葎
論
ず

第
十
四
巻

(第
二
號

三
七
九
)

=
　
九

■

.

、


